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皮 膚 科 領 域 に お け るME1207の 臨 床 的 検 討
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新 しい経 ロセ フェム剤ME1207を 皮 膚感 染症 患者21例 に投 与 し,有 効 性,安 全 性 を検 討 し

た。その結 果,著 効7例,有 効9例,や や 有効5例 で あ り有効 率 は76 .2%で あ った。 また起 炎

菌は14例 よ り16株 が分 離 され,消 失率 は53,8%で あ った。 臨床 検査 値上,リ ンパ球 の減 少,

BUNの 上 昇,尿 沈渣 で の上皮 の増 加 の軽度 異常 が2例 に認 め られ た以外 問題 となる 自他 覚 的

副作用 は いずれ の症例 に も認め られ なか っ た。

Keywords:ME1207浅 在性 皮 膚軟部 組織 感染 症

ME1207は,明 治 製菓株 式 会社 で開 発 され た新規 な

エステル型経 口用 セ フ ェム剤 で あ る。 本剤 は 内服後,

腸管か ら吸収 され,腸 管壁 の エ ステ ラーゼ に よ って抗

菌活性 を有 す るME1206に 加 水分 解 され るプ ロ ドラ

ッグである。今 回,そ の 臨床 効 果 と安 全性 に つ いて2施

設において検 討 したの で報 告 す る。

対象は,平 成元年8月 か ら平 成2年3月 まで に帝 京

大学皮膚科 お よび東京 大学 皮膚 科 を受 診 し,治 験 の 同

意が得 られ た浅在 性皮 膚 軟 部組 織 感 染症 患者21例 で

あった。

患者の内訳 は男性12例,女 性9例 で,年 齢分 布 は17

～69歳
,平 均33.6±14.8歳 で あ った。疾 患別 の症例 数

は,1群 毛嚢 炎2例,II群 櫛5例,廊 腫症1例,擁1

例,IV群 蜂窩織 炎1例,丹 毒1例,化 膿性 爪 囲炎2例,

V群 感染 性粉瘤5例,VI群 各種 浅 在性 二 次感染3例 で

あった。投与は 食後 に行 っ たが,1回 投 与量 お よび投 与

回数は100mg3回 投与 と200mg3回 投 与 の2用 量 で

100mg3回 投 与が19例,200mg3回 投 与が1例,途 中

で200mg3回 投 与か ら100mg3回 投 与 に減 量 した症

例が1例 であ った。 各症 例 の 投 与期 間 は3日 ～17日,

平均9.7±4.3日 で,他 の抗 菌 剤,抗 炎症 剤 お よび解 熱

剤の併用療法 は行 わ なか った。 細菌 学 的検査 は,原 則

として投与開 始前,終 了後 に罹 患部位 か らの細 菌分離,

同定 を行 った。

臨床効 果の判 定 は,対 象疾 患 を次 の6群 に分 け,全

身状 態 お よ び局 所 の 症 状 に 基 づ い て,「 著 効」,「有

効」,「やや 有効J,「 無効 」 の4段 階 で行 った。

第1群 毛嚢 炎

第II群 櫛,櫛 腫 症,擁

第III群 伝 染性 膿痂疹

第IV群 蜂 巣炎(蜂 窩 織炎),丹 毒,表 在性 リンパ管

(節)炎,凛 疽,化 膿性 爪周(廓)炎

第V群 皮 下膿瘍,化 膿性 汗腺 炎,感 染性粉 瘤,慢

性膿 皮症

第VI群 浅在 性二 次感染(急 性 の もの に限 る)

臨 床効 果は 原則 として来院毎 に症状 観 察 ・評 価 を実

施 し,自 他 覚所 見 の改善度 を指 標 とし,主 治 医の 自然

経過 を考 慮に いれ た経験 に基づ く主 観的判 断 も参考 と

して 判定 を行 った。

細 菌学的 効果 は,起 炎菌 と推 定 され る検 出菌 の消 長

に よ り 「消 失」,「減 少」,「菌交代 」,「不変 」の4段 階

で判定 した。 なお,症 状 の治癒 に よ り検体採 取不 能 と

な った場合 には細 菌学 的効 果 は 「消失 」 と判定 した。

各症 例 に対 す るME1207の 投 与 に よ る臨 床 的 お よ

び細菌 学的検 討成 績 の一覧 表 をTable1に 示す。

また疾 患群 別 の臨床効 果 はTable2に 示 してあ るが,

第1群 か ら第VI群 まで を総合 す ると21例 中著効7例,

有効9例,や や 有効5例 で あ り,有 効 以 上は16例,有

効率 は76.2%で あ った。

Table3に 示 す よ うに14例 よ り16株 が分離 され,

細菌 学的効 果 は,消 失7例,減 少1例,不 変5例 で あ

り,菌 消失 率 は53.8%で あ った。なお,病 巣分 離 菌の

内訳は Staphylococcus aureus 4株, coagulase-nega-

tive StaPhviococcus (CNS) 2株 Staphylococcus  epider-

midis 2株, Streptococcus pvogenes 1株, Enterococcus

faecalis 1株, Propion  ibacterium acnes 6株 の計16株

*
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Table 1. Clinical results of ME1207 treatment

MIC: 106CFU/m1
 before
/ after

ND: not done
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Table 2. Clinical efficacy of ME1207

Table 3. Bacteriological response to ME1207

* eradicated

eradicated + decreased + persisted

であった。

本剤投与に よ る 自他 覚 的 副作 用 は全症例 にお いて認

められ なか った。

臨床 検査 値 異常 は2例 に 認 め られ た が,内 容 は,

BUNの 上 昇,リ ンパ球 の 減 少 ・尿 沈渣 の 異常 であ り,

いずれ も軽度 の もの であ った。

皮膚科領域 の細菌 感染 症 は外 来 治療 がほ とん どで,

経口剤が主 として使 用 され る。 また,本 領域 感染 症 の

起炎菌はS.aureusが 多 くを 占め るため,古 くは経 口

ペ ニシ リンが,ま た最近 では,ニ ュー キ ノロンが使 用

されて きた。 しか しなが ら,前 者 は β-lactamaseに 対

する安定性 が低 い こ と,後 者 は小 児へ の投 薬の 困難,

非ステロイ ド系消 炎剤 との併用 禁 忌,ア ル ミニ ウム系

制酸剤 との併 用 の不可 な ど安 全 性 等の 面 で種 々の 問題

点が あ る。一 方CCLを 代 表 とす る従 来 の セ フ ェム 系

経 口剤は安 全性 の面 で優 れて い る もの のS.aureusに

対す る抗菌 力はや や劣 り,β-lactamaseに 対 す る安 定

性 も低 い もの であ った。ME1207は,S.aureusに 対 す

る抗菌 力 を改善 し,ま た,β-lactamaseに 対す る安定

性 を高め,プ ロ ドラ ッグ とす る こ とに よ り経 口吸収性

を保持 した薬剤 で あ る。

今 回施行 した臨床 検討 にお いて有 効率 は76.2%(16

/21)で あ り,分 離菌 のMICはE.faecalisを 除 いて良

好 ない し極め て良好 で あ るに もか かわ らず,除 菌率 は

53.8%(7/13)と い う成績 であ った。第39回 日本化 学

療 法学 会で の成績3)の臨床 効果81.8%(91/112),細 菌

学 的効 果80.0%(68/85)と 比べ て,今 回の我 々の成

績 はやや 低値 を示 した。 効果 を示 さなか った症例 は痴

2例,化 膿性 爪囲 炎1例,感 染性 粉瘤1例,二 次 感染1

例 と各疾 患群 で認 め られ た。 今 後用 量 を含め た検 討 を

続 け てゆ く必要 が ある と考 え られ た。安 全性 につ いて

は,副 作用 は全 く認め られず,検 査値 異常 も軽 度の も

の であ り,安 全 に使 用 し うる薬 剤 であ る との 印象 を う

け た。
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CLINICAL TRIAL OF ME1207 IN THE DERMATOLOGICAL FIELD
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Twenty one patients with suppurative skin and soft tissue infections were treated with ME1207, an

oral cephem prodorug. The result showed excellent in 7, good in 9, fair in 5 and the efficacy rate of
76.2%. The eradication rate of sixteen causative organisms isolated from 14 cases was 53.8%. Among
the cases treated, there were no severe side effects. Slight abnormal laboratory findings were

observed in 2 cases; one was a decrease of lymphocyte and an increase of epithelium and another
was an elevation of BUN. ME1207 was useful in the treatment of superficial suppurative infections.


